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          率先しよう  

第2314回例会 １月 23日 12：30点鐘 会場 例会場 
今週の合唱＝〈それでこそロータリー〉 

①開会宣言と点鐘 ②お食事 ③会長挨拶 ③幹事報告 ④委員会報告 
⑤卓話 金杉 雄幸 会員 ⑤出席報告とニコニコＢＯＸの発表 ⑥閉会宣言と点鐘  

＊＊＊＊＊ 前回の記録 （1月１６日） ＊＊＊＊＊ 

◆会長挨拶   秋葉 芳秀 会長 
 東金ビューＲＣの中村会長

には、先日の合同新年例会で

のご協力誠に有り難うござい

ました。来年は東金ビューの

主催となります。よろしくお

願いいたします。 

 齋藤健氏から資料が送られ
てきましたのでお読み下さい。

ロータリーに政治と宗教の話は禁物と佐藤千壽氏は述

べておられますが、齋藤氏は、野田・流山・松戸（千

葉７区）を選挙区としており私達の地域とは遠いこと、

そして、先週のロータリーでの講演者であることなど

から、齋藤氏の話をすることをお許し下さい。 

 齋藤氏への講師依頼文の中に八鶴亭再スタート記事

（千葉日報）を同封しました。文中に川口氏のお名前

を見つけ、懐かしさがこみ上げてき、世間の狭いこと

を実感されたそうです。また白鳥ガバナーのご参加ま

で叶い、同伴者まで連れて当地まで来てくれました。

白鳥ガバナーは、齋藤氏の講演内容に非常に感動し、

齋藤氏から勇気をもらった、と話されましたので、お

招きしてよかったと思います。齋藤氏は高杉晋作に興

味があり、現在本を書いている最中とのことで、出版

が非常に楽しみです。 

 私が齋藤氏と初めてお会いしたのは、昨年の４月の

千葉七区衆議院補欠選挙です。それまでは面識はあり

ません。縁は不思議なもので、税理士会の中で私は彼

の応援団長をすることになりました。昨年の１２月２

２日に、「税理士による齋藤健後援会」を立ち上げ、設

立大会を松戸の聖徳大学１０号館で行いまいした。 

 
幹事長は野田市に事務所がある税理士が就任、

事務所の所在地も幹事長の事務所とし、私が

会長に就任し、直ちに県選挙管理委員会に届

け出を済ませました。発起人は全部で３４名。

私以外はほとんど税理士会松戸支部及び柏支

部などのメンバーです。選挙区と全く関係な

い私が会長というのは不思議ですが、種を播

き声を出した手前、私が就任することになっ

てしまいました。人物は申し分ない方ですので、次期

衆議院選挙で当選するべく組織の拡充に向け動くこと

になります。 

 当面の目標は、組織率を５０％にすることです。す

なわち、千葉７区で選挙権を有する税理士数を分母と

し、その半数が後援会会員になるよう活動します。私

は、今年の６月で東金ＲＣ会長も終わり、次の新たな

大きな課題と目標が出来ました。齋藤氏が当選するよ

う責任をもって頑張りますので、ご支援を下さい。 
 
◆幹事報告   長尾 邦俊 幹事 
・茂原R.C創立五十周年記念  チャリティゴルフ 

  五十周年記念式典及び祝賀会の案内がきてます。 

・ロートアクト認証式典への案内がきています。 

・東金R.Cとして商工に入会が決まりました。 

・銚子R.C会報をいただきたした。 

・大網R.C  横芝R.C 例会案内をいただきました。 

Ｒ Ｉ 会 長   ｳｨﾘｱﾑ・ﾋﾞﾙ・ﾎﾞｲﾄﾞ 

ガ バ ナ ー   白 鳥  政 孝 

ガバナー補佐   菅 井  直 秀 

会   長   秋 葉  芳 秀 

幹   事   長 尾  邦 俊 

クラブ広報委員長   山 本  忠 司
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◆誕生祝 
村誠会員 
山下清会員 
戸村秀次会員 
菅原實会員 
野口隆利会員 
◆結婚祝  村誠会員 
 

◆ビジター 東金ビューＲＣ中村 忠雄 様 
 東金ビューRCより記
念例会のご案内を致し
ます。 
2月 1日(木)  
エ ス ト ーレホテル 
19：00集合です。 
◆卓話   並木 孝治 会員  
今日は最近の『医療制度の改革』と

『民間医療保険の動向』についてお話

します。 
日本の医療費は 2004 年度 32兆 1
千万円、厚労省では、少子高齢化に伴

い、2025年度には65兆円まで増える
と予測しています。 
医療費を抑えるには診療の効率化が欠かせず、日本

の一般病床の平均入院日数は20.7日。アメリカは6.5
日、フランスは13.4日と比べて長く、定額制の導入に
よって入院医療費の抑制を狙っています。 
既に「リハビリテーション」の治療日数が(原則)最
大180日に制限され、医療現場で混乱が生じているよ
うです。日本の人口1億2千万人が9千万人に減少す
るという試算もあり、現在の「公的医療保険制度」を

維持していくのは困難なようです。 
「年齢別１人当たり医療費」週間東洋経済10／28号 
 ４０～４４歳 １２８，６００円 
 ５０～５４歳 ２１５，２００円 
 ６０～６４歳 ３４９，０００円 
 ７０～７４歳 ６１０，０００円 
 ８０～８４歳 ８２２，９００円 
｢年間医療費｣は加齢により鰻上りの状況です。 
次に『治療技術の動向』についてお話します。 
『抗がん剤治療』『大腸内視鏡手術』などが日帰り。 

『狭心症手術』でも１泊２日の入院で済む手術方法が

浸透し始めています。 
『日帰りできる手術例』には１６例が掲載されてい

ます。外科６、整形外科２、婦人科１、内科２、循環

器１、内科１、眼科１、泌尿器科１、脳外科１。 
『治療技術の進歩』で入院日数は減少しています。 
最後に『最新のがん治療』のお話を２つします。 
１つ目は、『内視鏡を使った胃がん手術』です。 
静岡県立がんセンターの内視鏡による胃がん手術は、

４泊５日が基本になっているそうです。専用の電気メ

ス（ＩＴナイフ）によるＥＳＤ（内視鏡的粘膜下層剥

離術）と呼ばれ、「早期胃がん」は「はがして直す」時

代になりました。築地の国立がんセンターでは年間２

００例を超える［ＥＳＤ］が実施されているそうです。

従来の「開腹術」入院に比べてどちらを選ぶか・・・。 
２つ目は、兵庫県粒子線治療センターの『粒子線治

療』です。千葉県稲毛にも、この治療が

出来る「放射線医学研究所」があります。

痛くも痒くもない治療が約３０分間仰向

けでじっとしているだけで様々の「がん」

に有効だそうです。デメリットは高度先

進医療の治療費2,883,000円が自己負担
になる点です。 
民間医療保険は、『日帰り入院』から『終身保障』

のタイプに大きく変わりました。もし、従来の生命保

険の『入院特約』に加入されていたら、見直しをご提

案します。医療制度の変化に『医療保険』も合わせた

ほうが良いと思います。 
 
 
○６２歳となり、また結婚３０周年を迎えます 

・・・村 誠 会員 
◆出席率 

 

会 員 出席者 出席率 
３４名 ２５名 ７３．５％ 

コインBOX ２，３８０円 
欠席連絡は、前日までに事務局宛に、電話、ＦＡＸ. 

 Ｅメールにて、お願い致します。 
(緊急の場合は当日１０時までに) 

メーキャップ先への事前連絡もお忘れなく 
電話 0475-５２-1101 ＦＡＸ 0475-55- 5766 
Ｅ－ｍａiｌ－tougane-rc@r2.dion.ne.jp 


